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解
題

　
本
稿
「
康
正
三
年
記
」
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
田
中
穰
氏
旧

蔵
典
籍
古
文
書
」
（
以
下
「
田
中
本
」
）
に
含
ま
れ
る
史
料
で
あ
る
（
第
二
四
箱
、
通

番
号
八
九
）
。
「
田
中
本
」
に
は
羽
林
家
で
内
蔵
寮
を
管
掌
し
た
山
科
家
に
関
係
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

史
料
が
ほ
か
に
も
多
数
含
ま
れ
る
が
、
「
康
正
三
年
記
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

表
紙
に
「
康
正
三
年
雑
記
家
司
重
康
記
／
春
夏
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
記
録
が
山
科
家
家
司
の
記
録
で
あ
り
、
康
正
三
年
半
分
の
日
次
記
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

山
科
家
の
家
司
日
次
記
は
す
で
に
大
澤
久
守
、
重
胤
等
の
日
記
が
、
『
山
科
家
禮

記
』
と
し
て
知
ら
れ
、
活
字
本
は
続
群
書
類
従
完
成
会
か
ら
『
山
科
家
禮
記
』
（
応

永
一
九
年
、
康
正
三
年
（
長
禄
元
年
）
か
ら
延
徳
四
年
、
全
五
冊
）
と
し
て
刊
行
を

完
了
し
て
い
る
。
右
書
第
一
巻
凡
例
に
は
「
長
禄
元
年
春
夏
の
分
は
原
本
が
存
在
し

な
い
爲
、
刊
行
す
る
に
當
つ
て
、
同
じ
く
書
陵
部
所
藏
柳
原
紀
光
筆
抄
出
本
に
よ
り

補
つ
た
」
と
あ
り
、
田
中
本
「
康
正
三
年
記
」
は
ま
さ
に
そ
の
原
本
と
考
え
ら
れ
る
。

柳
原
紀
光
筆
抄
出
本
（
以
下
「
抄
出
本
」
）
は
、
極
め
て
か
ぎ
ら
れ
た
記
事
の
み
を

記

し
て
お
り
、
刊
本
で
は
全
体
で
わ
ず
か
五
頁
に
す
ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

抄
出
本
の
記
事
は
「
康
正
三
年
記
」
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
た
め
、
紀
光
が
抄

出
本
を
作
る
際
に
は
、
『
山
科
家
禮
記
』
の
他
の
部
分
と
と
も
に
こ
の
「
康
正
三
年

記
」
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
紀
光
は
借
覧
し
た
諸
家
の

記
録
を
返
却
す
る
際
に
表
紙
を
付
け
、
自
ら
外
題
を
書
い
て
い
る
が
、
本
記
録
に
も

ま
た
同
様
な
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
紀
光
借
覧
以
降
の
あ
る
段
階
で
、

現
在
書
陵
部
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
『
山
科
家
禮
記
』
原
本
群
か
ら
こ
の
「
康
正
三
年

記
」
の
み
が
離
散
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
記
主

と
さ
れ
る
「
重
康
」
に
つ
い
て
は
一
考
の
余
地
が
あ
る
。
三
月
九
日
条
に
は

「
今
度
ハ
重
康
、
柳
さ
し
あ
ひ
に
て
、
私
の
わ
か
た
う
二
ほ
い
を
き
せ
持
参
候
也
」

と
あ
り
、
記
主
（
私
）
と
重
康
が
別
人
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
家
司
重

康
記
」
と
し
た
の
は
表
紙
を
後
補
し
た
柳
原
紀
光
の
誤
認
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

史
料
中
に
み
え
る
請
取
案
や
、
筆
跡
か
ら
判
断
し
て
記
主
は
久
守
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

田
中
本
の
第
二
四
箱
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
「
文
明
十
四
年
」
（
通
番
号
九
二
）

「延
徳
元
年
（
長
享
三
年
）
」
（
同
九
三
）
と
記
さ
れ
た
年
貢
請
取
帳
や
、
山
科
郷
関

係
の
文
書
引
付
で
あ
る
「
山
科
家
請
取
文
書
控
」
（
同
九
四
）
が
存
在
す
る
。
こ
の

う
ち
前
者
の
年
貢
請
取
帳
は
、
山
科
家
領
か
ら
の
収
入
と
支
出
を
具
体
的
に
記
し
た
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も
の
で
あ
り
、
今
回
翻
刻
す
る
「
康
正
三
年
記
」
と
は
時
間
的
ず
れ
は
あ
る
も
の
の

史
料
的
性
格
は
密
接
な
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
田
中
本
に
含
ま
れ
る
山

科
家
家
領
に
関
す
る
記
録
群
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
一
切
紹
介
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
（
4
）

も
の
で
あ
り
、
山
科
家
と
家
領
の
関
係
に
お
い
て
、
本
記
録
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
を

裏
付
け
る
一
方
、
本
記
録
か
ら
の
み
知
り
う
る
興
味
深
い
事
実
も
含
ん
で
い
る
。

0
記
録
の
体
裁

　

a
表
紙

　
「
康
正
三
年
記
」
は
冊
子
の
体
裁
で
あ
り
（
厚
一
・
○
糎
）
、
各
紙
に
は
裏
打
が
施

さ
れ
て
い
て
当
初
の
ま
ま
の
状
態
で
は
な
い
。
表
紙
も
少
し
厚
め
の
書
状
（
楮
紙
）

反
古
を
用
い
た
後
補
で
あ
り
、
背
を
紐
で
ゆ
わ
か
れ
て
い
る
。
背
か
ら
二
糎
の
部
分

に
は
上
か
ら
二
・
五
、
九
・
五
、
一
六
・
七
、
二
三
・
六
糎
の
部
分
に
綴
じ
穴
が
残

る
。
表
紙
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
も
同
様
の
体
裁
を
採
る
が
、
是
澤
恭
三
氏
に
よ
れ
ば
、

柳
原
紀
光
が
諸
家
の
記
録
を
借
覧
し
て
返
却
す
る
際
に
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
い

・

鴉
紀
光
が

山
科
家
の
記
録
類
を
借
覧
し
た
の
は
明
和
（
一
七
六
四
～
一
七
七

二
）
・
安
永
（
一
七
七
二
～
一
七
八
一
）
年
間
に
わ
た
り
、
『
山
科
家
禮
記
』
は
安

永
三
年
（
一
七
七
四
）
七
月
に
謄
写
が
終
了
し
て
い
る
。
田
中
本
「
康
正
三
年
記
」

の

裏
表
紙
紙
背
は
「
正
月
三
日
付
西
尾
隠
岐
守
忠
尚
書
状
」
で
あ
り
「
塩
鮎
」
を
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

裏
に
進
上
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
忠
尚
晩

年
の
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
暮
に
禁
裏
よ
り
「
花
鳥
の
手
鑑
」
等
を
拝
領
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
時
期
の
書
状
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
紀
光
が
『
山

科
家
禮
記
』
を
借
覧
し
た
時
期
と
も
そ
う
遠
く
は
な
く
本
記
録
の
表
紙
も
柳
原
紀
光

の
手
に
な
る
表
紙
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
い
ま
、
試
み
ま
で
に
田
中
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
架
蔵
本
と
の
寸
法
を
比
較
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
本
（
田
中
本
）
「
康
正
三
年
雑
記
／
春
夏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（二
六
・
三
×
二
〇
・
八
）

　
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
　
　
　
　
「
長
禄
元
　
康
正
三
年
雑
記
／
秋
冬
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（二
五
・
九
×
一
八
・
五
）

　
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
　
　
　
　
「
四
季
寛
正
四
年
雑
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（二
六
・
八
×
二
一
・
⊥
ハ
）

　
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
　
　
　
　
「
慮
仁
武
年
雑
記
／
春
夏
秋
十
二
月
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（二
七
・
一
×
二
三
・
○
）

右
記
の
如
く
、
表
紙
の
寸
法
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
外
題
の
書
様
も
ほ
ぼ
同
一
で

あ
る
。

　

b
記
録
本
紙

　
記
録
本
紙
は
部
分
的
に
変
色
を
伴
う
欠
損
が
あ
る
。
原
表
紙
を
含
む
頁
も
現
在
で

は
失
わ
れ
て
お
り
、
康
正
三
年
正
月
は
一
六
日
か
ら
始
ま
る
。
ち
な
み
に
、
抄
出
本

の

記
事
も
「
正
月
端
訣
」
と
し
て
一
六
日
よ
り
始
ま
っ
て
お
り
、
柳
原
紀
光
が
書
写

す
る
段
階
で
す
で
に
欠
損
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
康
正
三
年
記
」
の
綴
合
が
紀
光
書
写
段
階
で
、
現
在
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は

錯
簡
か
ら
も
伺
え
る
。
現
状
で
は
、
第
1
紙
目
と
第
2
紙
目
と
の
間
に
第
3
7
、
3
9
、

38

紙
の
順
序
で
記
事
が
続
く
と
い
う
大
幅
な
錯
簡
が
存
在
す
る
（
翻
刻
で
は
日
次
順

に
適
宜
復
元
し
て
あ
る
）
。
第
3
9
紙
に
は
足
利
義
政
直
衣
始
に
関
す
る
記
事
が
あ
る

が
、
本
来
正
月
二
五
日
の
記
事
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
抄
出
本
で
は
六
月
の
記
事

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
錯
簡
を
考
慮
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
紀
光
が
六
月

の
記
事
と
誤
解
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上

の

こ
と
か
ら
、
「
康
正
三
年
記
」
の
綴
合
は
紀
光
の
時
点
と
同
様
で
あ
り
、

錯
簡
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
以
前
の
段
階
で
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

c
紙
背
文
書

　
「
康
正
三
年
記
」
は
後
補
で
あ
る
表
裏
表
紙
を
除
く
と
全
三
九
紙
か
ら
な
り
、
第

5
、
8
、
3
0
紙
紙
背
を
除
い
て
紙
背
文
書
が
あ
る
。
本
報
告
で
は
紙
背
文
書
の
翻
刻

は
割
愛
し
た
が
、
写
真
版
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
紙
背
書
状
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の

ウ
ワ
書
が
、
諸
処
で
記
録
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
本
文
と
の
混
同
は
注
意
を

要
す
る
。
い
ま
紙
背
書
状
ウ
ワ
書
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
（
写
真
版
参
照
。

但
し
綴
目
に
近
く
写
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
）
。

　
　
（
9
ウ
）
修
理
亮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
ウ
）
宗
次
郎
奉
書
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

　
　
（
1
ー
ウ
）
彦
さ
へ
も
ん
と
の
へ
　
円
頓
n
　
　
（
3
2
ウ
）
平
左
衛
門

　
　
（
1
5
ウ
）
彦
さ
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
ウ
）
片
岡

　
　
（
1
6
ウ
）
彦
さ
へ
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
ウ
）
片
岡

　
　
（
1
7
ウ
）
飛
鳥
井
と
の
へ

　
ま
た
こ
の
ほ
か
に
も
紙
背
文
書
に
は
、
康
正
戴
年
六
月
二
五
日
付
の
「
請
取
申
童

女
装
束
之
事
（
第
7
紙
紙
背
）
」
や
「
彦
左
衛
門
殿
（
第
2
9
紙
紙
背
）
」
「
大
澤
彦
左

衛
門
尉
（
正
月
二
二
日
付
、
第
3
3
紙
紙
背
）
」
「
大
澤
殿
（
九
月
四
日
付
、
第
3
6
紙
紙

背
）
」
を
宛
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
大
半
が
山
科
家
家
司
で
あ
る
大
澤
氏
の
下
に
送

ら
れ
て
き
た
書
状
の
反
古
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
紙
背
文
書
の
内
容
は
山

科
家
家
領
・
家
計
・
装
束
に
関
す
る
も
の
が
大
半
を
含
め
て
い
る
。

②
内
容

　
本
記
録
が

山
科
家
家
司
の
記
録
で
あ
る
と
い
う
性
質
上
、
主
人
で
あ
る
山
科
家
に

出
入
り
す
る
物
資
・
情
報
の
動
き
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、
既
知
の
『
山

科
家
禮
記
』
の
記
事
と
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
「
康
正
三
年
記
／

春
夏
」
は
、
『
山
科
家
禮
記
』
の
中
で
は
ご
く
初
期
の
部
分
に
相
当
し
、
公
事
物
収

納
量
の
推
移
を
比
較
す
る
際
に
は
看
過
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
収
納
物
は
、
家
司
大

澤
の
手
許
に
残
る
も
の
と
本
所
山
科
家
に
納
め
ら
れ
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
が
、
月

毎
に
抜
き
出
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

正

月
　
美
濃
よ
り
人
夫
（
一
六
日
、
二
三
日
下
向
）
、
康
正
二
年
分
播
州
下
揖
保
庄

　
　
　
年
貢
三
二
貫
（
二
五
日
）

二
月
　
東
庄
よ
り
御
く
う
（
二
日
）
、
美
濃
よ
り
米
、
武
方
よ
り
料
足
二
貫
、
蛤
公

四三
月月

五
月

六
月

事
（
一
〇
日
）
、
康
正
二
年
分
粟
津
雑
魚
公
事
銭
一
貫
（
一
一
日
）
、
長
坂
口

率
分
月
宛
一
貫
（
一
二
日
）

東
庄

よ
り
御
く
う
（
二
日
）
、
道
金
所
よ
り
蕨
一
荷
（
二
六
日
）

東
庄

よ
り
蕨
（
三
日
）
、
美
濃
よ
り
米
（
四
日
）
、
か
う
の
辻
御
く
う
（
一
三

日
）
、
蛤
売
り
よ
り
カ
サ
メ
（
一
八
日
）
、
東
庄
よ
り
イ
ワ
ナ
シ
（
三
〇
日
）

東
庄

よ
り
御
く
う
（
二
日
）
、
河
内
よ
り
綜
一
五
〇
（
三
日
）
、
河
嶋
よ
り
綜

二

〇
（
四
日
）
、
東
庄
よ
り
蓬
一
荷
、
美
濃
よ
り
米
三
駄
、
武
方
あ
つ
ら
へ

も
の
代
計
三
貫
五
〇
〇
文
（
五
日
）
、
東
庄
山
料
足
二
〇
貫
（
一
三
日
）
、
粟

津
者
雑
魚
公
事
五
〇
〇
文
（
一
六
日
）

菅
浦
よ
り
枇
杷
、
河
内
御
厨
よ
り
麦
一
駄
（
一
日
）
、
東
庄
御
く
う
の
梅

（二
日
）
、
東
庄
よ
り
筍
三
束
（
四
日
）
、
東
庄
山
料
足
四
貫
（
五
日
）
、
美
濃

よ
り
人
足
一
人
、
茶
一
九
〇
袋
、
干
米
六
升
、
料
足
四
貫
、
す
み
か
さ
二
本

（
一
五

日
）
、
河
内
よ
り
麦
一
駄
（
一
六
日
）
、
東
庄
よ
り
山
桃
一
荷
（
二
二

日
）
、
長
坂
口
月
宛
一
貫
（
二
三
日
）
、
越
後
布
二
（
二
六
日
）

　

こ
れ
ら
の
物
資
は
勿
論
本
所
山
科
家
と
そ
の
家
司
た
ち
だ
け
で
消
費
さ
れ
る
わ
け

で

は
な
く
、
即
座
に
禁
裏
や
縁
故
の
場
所
へ
と
届
け
ら
れ
る
。
一
方
、
山
科
家
も
他

家
か
ら
の
お
裾
分
け
に
預
か
る
の
で
あ
り
、
日
々
の
生
活
は
そ
の
よ
う
な
事
情
の
上

に
な
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
『
山
科
家
禮
記
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
ヒ
ト
か
ら

ヒ
ト
へ
の
物
資
の
移
動
を
垣
間
み
る
と
き
、
計
量
的
に
モ
ノ
の
流
れ
を
完
全
把
握
す

る
こ
と
が
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
が
分
か
る
し
、
現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
中
世
人
の

生
活
像
に

対
す
る
一
考
の
余
地
も
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
康
正
三
年
は
比
較
的
に
史
料
が
少
な
い
時
期
で
あ
り
、
そ
の
史
料
的
空
白
を

埋
め

合

わ
せ
る
意
味
に
お
い
て
も
本
史
料
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
他

史
料
か
ら
は
補
完
で
き
な
い
記
事
も
散
見
す
る
。

い

ま
試
み
に
主
な
記
事
を
標
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

正
月
一
六
日
室
町
殿
ニ
テ
御
鞠
ア
リ
　
　
　
一
七
日
室
町
殿
御
弓
始

二
五

日
公
方
様
御
直
衣
始
　
　
　
　
　
　
　
二
月
四
日
山
科
顕
言
直
衣
始
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三

月
一
五
日
禁
裏
・
室
町
殿
詩
歌
ア
リ

四

月
朔
日
山
科
東
庄
宮
二
盗
人
入
ル

一
六

日
賀
茂
祭

二
五

日
等
持
寺
御
八
講

五
月
五
日
深
草
祭

一
四

日
禁
裏
祈
雨
奉
幣

四
日
日
吉
祭
・
公
方
泉
殿
材
木
引

一
九

日
本
所
大
庭
ニ
テ
花
見
ア
リ

一
二

日
東
庄
宮
ノ
祭

二
二

日
醍
醐
寺
ニ
テ
等
寺
院
殿
百
年
忌

二
九

日
等
持
寺
ニ
テ
曼
陀
羅
供

一
二

日
粟
津
者
ノ
荷
ヲ
留
置
ク

六

月
朔
日
禁
裏
御
揚
弓

一
五

日
祇
園
祭
礼

こ
の
中
か
ら
二
点
の
事
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。

　
四
月
二
五
日
条
の
記
事
か
ら
は
、
幕
府
に
よ
る
山
科
七
郷
へ
の
人
夫
役
の
賦
課
と
、

そ
の
際
に
発
給
さ
れ
た
奉
行
人
奉
書
の
、
山
科
家
と
幕
府
と
の
や
り
と
り
が
看
取
で

き
る
。
公
方
泉
殿
造
営
用
材
木
曳
人
夫
役
の
賦
課
は
「
東
寺
百
合
文
書
」
（
を
函
二

一
四
、
二
一
五
）
に
も
み
え
、
大
津
松
本
浦
に
着
岸
し
た
材
木
を
曳
か
せ
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
日
記
を
見
る
限
り
、
家
司
大
澤
氏
の
関
心
は
、
大
宅
郷
に
人
夫
役
が

懸

け
ら
れ
る
こ
と
に
も
ま
し
て
、
名
字
の
地
で
あ
る
大
宅
郷
の
文
字
に
注
意
が
払
わ

れ
て

い

る
よ
う
で
あ
る
。
奉
書
に
は
「
大
屋
家
」
「
公
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
度
毎
に
或
は
口
頭
で
、
或
は
折
紙
で
「
大
宅
」
で
あ
る
こ
と
を
指
示
し
、
書
き

改
め
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
康
正
三
年
記
」
に
は
こ
の
よ
う
な
文
書
の
書
き
様

に
つ
い
て
の
記
事
も
多
い
が
、
こ
れ
は
記
主
大
澤
氏
が
家
司
で
あ
る
と
い
う
職
業
上

の

理
由
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
五
月
一
二
日
に
は
、
粟
津
の
「
せ
せ
の
す
け
・
四
郎
太
郎
」
両
人
が
荷
を
留
め
置

か
れ

る
と
い
う
事
件
が
起
き
る
。
欠
損
部
分
が
あ
る
た
め
原
因
不
明
だ
が
、
粟
津
か

ら
は
お
と
な
（
乙
名
）
構
成
員
が
一
四
日
、
一
五
日
と
荷
の
返
却
を
求
め
に
来
る
。

山
科
家
側
は
、
「
く
せ
事
」
ゆ
え
相
手
に
し
な
い
が
、
「
か
た
く
さ
い
く
わ
候
ハ
、
、

可
レ
返
之
由
候
」
と
約
し
、
結
局
お
と
な
は
彼
等
の
罪
科
（
検
断
）
は
行
な
わ
ず
、

地
下

を
払
う
こ
と
で
荷
物
の
返
却
を
受
け
て
い
る
（
一
六
日
）
。
領
主
に
よ
る
自
検

断
要
請
の
例
で
あ
る
。

　
他
に
も
興
味
深
い
記
事
は
多
い
が
、
本
稿
の
性
質
を
鑑
み
て
個
々
の
記
事
の
具
体

的
な
考
察
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
く
思
う
。

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
非
常
勤
研
究
員
）

註（
1
）
　
ほ
か
に
「
内
蔵
寮
関
係
文
書
」
（
第
二
五
箱
）
、
「
山
科
家
旧
蔵
文
書
」
（
第
一
〇
五
箱
）
等

　
　
が
あ
る
。
田
中
本
の
詳
細
は
記
録
に
つ
い
で
は
本
誌
第
七
二
集
に
お
い
て
「
「
田
中
穣
氏
旧
蔵

　
　
典
籍
古
文
書
」
所
収
記
録
類
目
録
」
（
田
中
本
調
査
団
編
）
、
「
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」

　
　
所
収
の
記
録
類
に
つ
い
て
」
（
高
橋
秀
樹
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
文
書
類
に
つ
い
て
は

　
　
近
日
中
に
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
併
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ

　
　
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
2
）
抄
出
本
に
は
、
節
会
、
等
持
寺
八
講
、
醍
醐
寺
縁
結
潅
頂
、
除
目
、
室
町
亭
蹴
鞠
、
賀
茂

　
　
祭
、
日
吉
祭
礼
、
祇
園
会
な
ど
仏
事
・
祭
礼
ば
か
り
が
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
は
『
績
史
愚
抄
』
に
ほ
ぼ
全
部
が
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
書
編
纂
の
た
め
の
も

　
　
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
『
抄
出
本
』
に
は
存
在
し
な
い
記
事
も
見
ら
れ
な
く
は
な
い
（
四

　
　
月
↓
四
日
条
、
五
月
二
一
日
条
な
ど
）
。

（
3
）
応
永
年
間
の
家
司
と
し
て
は
次
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
「
青
侍
資
親
・
重
能
・
清
幸
・
資

　
　
　
　
　
ん
ぎ
　

　
　
興
・
重
長
・
資
能
・
重
定
・
清
能
・
知
能
」
（
『
教
言
卿
記
』
応
永
一
二
年
＝
一
月
一
一
日
条
）
。

（
4
）
本
稿
解
題
を
記
す
に
あ
た
り
参
照
し
た
、
山
科
家
領
に
つ
い
て
の
論
考
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
年
次
順
）

　
　
田
端
泰
子
「
徳
政
一
揆
に
関
す
る
一
考
察
」
（
初
出
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
、
一
九
七
〇
年
、

　
　
の
ち
同
氏
『
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
制
』
に
補
論
1
と
し
て
再
録
）
。
飯
倉
晴
武
「
山
城
国

　
　
山
科
七
郷
と
室
町
幕
府
」
（
豊
田
武
教
授
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
・
中
世
史
の
地
方
的
展

　
　
開
』
所
収
、
一
九
七
三
年
）
。
田
端
泰
子
「
室
町
期
の
荘
園
領
主
と
農
民
」
（
『
創
立
十
周
年
記

　
　
念
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
七
六
年
、
の
ち
同
氏
『
中
世
村
落
の
構
造
と
領

　
　
主
制
』
に
補
論
n
と
し
て
再
録
）
。
志
賀
節
子
「
山
科
七
郷
と
徳
政
一
揆
」
（
『
日
本
史
研
究
』

　
　
一
九
六
、
一
九
七
八
年
）
。
菅
原
正
子
「
室
町
時
代
に
お
け
る
公
家
の
所
領
経
営
と
機
構
ー
十

　
　
五
世
紀
山
科
家
の
場
合
ー
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
四
四
三
号
、
一
九
八
五
年
）
。
田
端
泰
子
「
戦

　
　
国
期
の
山
科
家
と
山
科
七
郷
」
（
『
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
制
』
第
五
章
、
一
九
八
六
年
）
。

　

藤
木
久
志
「
荘
園
の
歳
時
記
　
山
科
家
の
代
官
日
記
を
読
む
」
（
『
週
刊
朝
日
百
科
　
日
本
の

　
　
歴
史
　
別
冊
』
9
　
年
中
行
事
と
民
俗
、
所
収
、
一
九
八
九
年
）
。

（
5
）
是
澤
恭
三
「
柳
原
紀
光
の
諸
家
記
録
探
求
に
就
て
」
（
『
國
史
学
』
第
四
五
号
、
一
九
四
二
年
）
。

　
　
氏
は
筆
跡
か
ら
、
後
補
表
紙
の
文
字
は
柳
原
紀
光
自
身
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
6
）
続
群
書
類
従
完
成
会
本
巻
第
三
七
六
に
よ
る
。
清
和
源
氏
支
流
西
尾
氏
。
忠
尚
は
元
禄
二

　

年
横
須
賀
に
生
ま
れ
、
宝
暦
一
〇
年
三
月
↓
○
日
七
二
歳
で
卒
し
て
い
る
。
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凡
例

一
、

本
翻

刻
は
羽
林
家
山
科
家
の
家
司
で
あ
る
大
澤
氏
の
日
記
の
う
ち
康
正
三
年
春
・
夏

　

分
で
あ
る
。

一

、
本
書
の
原
本
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
田
中
穰
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
（
通

　

番
号
八
九
）
に
存
す
る
。

一
、

校
訂
上
の
体
裁

に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
続
群
書
類
従
完
成
会
史
料
纂
集
本
『
山
科
家

　

禮
記
』
に
倣
っ
た
。
細
目
は
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

12345678910

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
原
本
の
体
裁
を
尊
重
す
る
。

文
中
に
適
宜
読
点
（
、
）
・
並
列
点
（
・
）
を
加
え
る
。

原
本
に
欠
損
文
字
の
存
す
る
場
合
は
、
そ
の
字
数
を
測
り
口
で
示
す
。

抹
消
文
字
に
は
一
様
に
左
傍
に
抹
消
符
（
〃
）
を
付
し
、
塗
抹
に
よ
り
判
読
不

能
の
場
合
は
■
を
用
い
る
。
重
ね
書
き
し
た
箇
所
に
あ
っ
て
は
、
後
に
書
か
れ

た
文
字
を
本
文
と
し
て
採
り
、
且
つ
判
読
し
う
る
限
り
×
を
冠
し
て
前
に
書
か

れ

た
文
字
を
（
）
内
に
注
し
た
。

校
訂
註
は
原
本
の
文
字
に
置
き
換
え
る
べ
き
も
の
に
は
［
］
、
参
考
ま
た
は
説

明
の
た
め
の
も
の
に
は
（
）
を
も
っ
て
括
る
こ
と
と
し
た
。

日
と
日
の
間
は
、
原
本
で
は
数
行
分
あ
る
が
、
い
ま
す
べ
て
行
間
を
均
等
に
し

た
。月

替
り
は
、
原
本
で
は
改
丁
・
改
頁
を
施
し
て
い
る
が
、
い
ま
一
様
に
二
行
あ

け
て
前
月
に
続
け
た
。

記
事
は
一
つ
書
が
多
い
が
必
ず
し
も
体
裁
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
原
本
に
お

い
て

は
、
或
は
日
付
の
下
に
天
候
・
一
つ
書
を
記
し
、
或
は
天
候
な
く
記
事
を

記

し
、
或
は
一
つ
書
な
く
記
事
を
記
す
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
本
稿
で
は
原
本

の

体
裁

を
尊
重
し
つ
つ
も
、
一
つ
書
と
な
る
行
は
、
す
べ
て
箇
条
ご
と
に
日
付

行
よ
り
改
行
し
た
。

原
本

に
用
い
ら
れ
た
異
体
・
略
体
の
文
字
は
、
原
本
通
り
と
し
、
混
用
の
場
合

も
み
だ
り
に
統
一
し
た
り
し
な
か
っ
た
。
但
し
一
部
の
正
字
・
異
体
字
（
参
、

爲
、
雑
、
節
、
析
、
三
、
蔓
、
寄
、
第
な
ど
）
は
通
用
の
文
字
に
改
め
た
。
ま

た
、
「
宛
ー
充
」
に
つ
い
て
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

後
者
を
採
り
「
充
」
と
し
た
。

仮
名
に
つ
い
て
は
変
体
仮
名
の
大
半
を
通
用
の
仮
名
に
改
め
た
。
但
し
、
は
ー

　
　
　

ハ

、
に
ー
二
、
み
ー
ミ
、
な
ど
は
区
別
し
た
。

　

11

　
原
本
の
文
字
が
必
ず
し
も
正
当
で
な
く
と
も
、
そ
れ
が
当
時
一
般
に
通
用
し
た

　
　
　

と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
敢
え
て
註
を
施
さ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
大
（
太
）
郎
の

　
　
　
如
き
も
の
で
あ
る
。

　

12

　

原
本
の
丁
替
り
は
、
紙
面
の
終
わ
り
に
あ
た
る
箇
所
に
」
を
付
し
て
示
し
、
且

　
　
　

つ
新
紙
面
に
あ
た
る
部
分
の
行
頭
に
、
そ
の
丁
付
及
び
表
裏
の
区
別
を
（
ー
オ
）

　
　
　

（
ー
ウ
）
の
如
く
標
示
し
た
。

　

13

　
原
本
に
は
若
干
の
錯
簡
が
あ
る
が
、
い
ま
適
宜
こ
れ
を
復
し
た
。

一

、
紙
背
ウ
ワ
書
が
日
記
本
文
中
に
ま
ま
混
入
す
る
が
す
べ
て
割
愛
し
た
。
な
お
紙
背
文

　

書
は
、
別
掲
を
期
す
予
定
で
あ
る
。

付
記
‥
本
報
告
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
特
別
研
究
学
生
及
び
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
在
籍
し
た
平
成
8
年
度
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
て
便
宜
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
校
訂
に
際
し
て
は
、
同
館
助
教
授

小
島
道
裕
氏
・
客
員
研
究
員
宇
佐
見
隆
之
氏
よ
り
読
解
上
有
益
な
教
示
を
得
た
。
記
し
て

謝
意
を
表
す
る
。
な
お
本
史
料
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
年
貢
請
取
帳
、
「
文
明
十
四
年
」
・

「長
享
三
年
」
両
記
の
翻
刻
が
宇
佐
見
氏
よ
り
本
誌
続
巻
中
で
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
併

せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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（表
紙
オ
）

　
「
春
夏
正
月
但
一
枚
」

　
「
康
正
三
年
雑
記
家
司
重
康
記
」

（表
紙
ウ
）

（ー
オ
）

　
［
十
］

　
口
六

日
、
天
晴
、
室
町
殿
御
ま
り
あ
り
、
御
と
も
に
ま
い
る
、

　
一
、
本
所
大
般
若
あ
り
、
福
田
院
よ
り
、

　
［
二

　
口
、
節
會
御
参
、
中
納
言
に
て
ハ
始
候
也
、

　
　
　
　
　
（
マ
マ
、
以
よ
巴

　
一
、
宮
口
衛
符
に
さ
・
れ
候
て
、
其
様
尋
き
た
る
也
、

　
　
太
刀
一
持
来
、
や
か
て
太
刀
、
入
道
持
候
て
御
行
也
、

　
一
、
ミ
の
よ
り
人
夫
上
候
也
、
目
出
度
く
、

　
十
七

日
、
室
町
殿
御
弓
ア
リ
、

　
一
、
大
と
の
へ
や
け
候
、

（
ー
ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
［
御
］
（
X
■
）

　
十

八
日
、
吉
田
・
口
り
や
う
へ
、
与
三
郎
御
代
官
参
候
也
、

　
　
御
は

つ
を
五
文
つ
・
御
か
・
ミ
参
候
也
、

　
一
、
夕
飯
か
く
人
、
わ
し
の
尾
し
よ
大
夫
き
こ
し
入
候
て

　
　
被
出
候
て
、
き
こ
し
め
し
候
也
、
雅
楽
頭
・
大
夫

　
　
太
刀
一
つ
・
と
る
也
、

　
十
九

日
、
天
晴
、
入
幡
へ
御
代
官
に
い
や
六
ま
い
る
、

　
　
　
　
（
x
■
）

　
一
、
い
せ
の
七
郎
衛
門
殿
へ
、
本
所
よ
り
、
ゑ
ひ

　
　
五
十
、
ひ
し
く
い
一
被
遣
候
、

（37

オ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
風
呂
）

　
廿

日
、
天
晴
、
こ
れ
の
ふ
ろ
た
く
、
本
所
者
御
入
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
×
の
）

　
　
も
ち
い
・
さ
け
あ
り
、
御
と
も
の
人
も
こ
れ
を

　
　
あ
た
へ
候
、

　
　
　
（
飯
尾
）

　
一
、
さ
へ
も
ん
大
夫
殿
礼
来
、

　
廿
一
日
、
夜
二
入
候
て
雨
下
、
飯
尾
下
総
守
殿
朝
飯

（二
六
・
一
二
×
二
〇
・
八
糎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

」」

　
　
　
　
　
［
さ
れ
候
ヵ
］

　
　
身
二
下
□
□
□
さ
へ
も
ん
大
夫
殿
太
刀
一
金
遣
候
、

（37
ウ
）

　

廿
二
日
、
天
晴
、
地
下
よ
り
五
十
嵐
か
も
ん
上
洛
也
、

　
一
、
ミ
の
・
人
夫
下
向
、

　

廿
三
日
、
天
晴
、
こ
れ
に
大
は
ん
に
や
あ
り
、

（39
オ
）

　

廿
四
日
、
雪
下
、

　
一
、
西
坊
城
殿
よ
り
御
下
候
と
て
、
こ
れ
の
馬

　
　

か

いく
ひ
き
て
行
候
也
、

　

廿
五
日
、
天
晴
、
播
州
下
揖
保
庄
年
貢
三
十
二
貫
、

　
　

波
多
野
下
野
納
候
也
、
康
正
二
者
皆
済
也
、

　
　
　
（
足
利
義
政
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
車
　
　
　
（
公
綱
）

　
一
、
公
方
様
御
直
衣
始
也
、
公
卿
五
人
。
三
条
大
納
言
、

　
　
　
毛
車
　
　
（
通
勝
）
八
葉
車
　
　
（
勝
光
）
毛
車
　
　
　
　
（
教
秀
）

　
　
。
久
我
大
納
言
、
日
野
大
納
言
、
勧
修
寺
中
納
言
、

。
．
的
眠
纏
華
殿
上
人
五
人
文
車
唾
纏
咽
．
三
条
西

　
　
輪縫
、
高
倉
兵
纏
、
飛
鳥
井
鹸
縫
、
烏
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
［
也
力
］

　
　
諸
大

夫
、
口
、
太
刀
ハ
キ
、
三
番
、
衛
符
侍
十
人
、

（39
ウ
）

　
　
随

身
日
人
御
車
後
五
人
、

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
判
官
一
人
中
條
也
、

　
一
、
若
上
様
三
貫
皆
済
、

　
一
、
こ
な
た
上
様
へ
三
貫
ま
い
る
、

　
廿
六

日
、
雨
下
、
宮
毛
利
装
束
以
下
返
候
也
、

（
路
オ
）

　
廿
七
日
、
雨
下
、

　
一
、
公
卿
補
任
双
紙
ノ
三
帖
閑
也
、

　
廿
八
日
、
天
晴
陰
、
河
嶋
郷
よ
り
米
上
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
ク
ワ
ッ

　
廿
九
日
、
天
晴
、
前
渓
正
月
キ
ナ
リ
、
僧
四
五
人

　
　
来
候
也
、
二
条
ゑ
ん
ね
し
へ
参
候
也
、
飯
尾
加
賀
殿

　
　
礼
来
候
也
、

（
認
ウ
）

」
　
7
8

」」」一一



［「康正三年記」］・一・古川元也

（
2
オ
）

康
正
三
　
二
月
一
日
、
天
晴
、
本
所
室
町
殿

　
　
御
参
候
ハ
す
候
也
、
禁
裏
ヘ
ハ
御
参
也
、
今
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
場
）

　
　
入
時
大
炊
御
門
た
う
ち
や
う
灸
上
、
北
小
路
よ
り

　
　
火
出
て
ふ
き
つ
け
候
也
、
二
百
舟
文
本
所

　
　
御
い
わ
い
ま
い
り
候
也
、

　
一
、
山
科
よ
り
木
三
本
ほ
り
上
候
、
飛
鳥
井
殿
則
参
候
也
、

（
2
ウ
）

　
二
日
、
天
晴
、
山
科
よ
り
御
く
う
上
候
、

　
三
日
、
天
晴
、
ク
ワ
セ
ウ
シ
ノ
タ
ノ
モ
シ
、
取
四
貫
シ
ン
ア
ミ
、

　
　
四
百
文
シ
チ
ヲ
キ
テ
カ
ケ
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
四

日
、
天
晴
、
新
西
宮
修
理
事
、
飯
尾
左
衛
大
夫
方
状
遺
候
也
、

　
　
　
本
所
顕
言

　
一
、
中
納
言
直
衣
始
、
吉
日
御
ヤ
ク
ノ
カ
ミ
ニ
ト
ウ
、
私
使
也
、

　
　
　
　
　
　
　
（
山
科
顕
言
）

　
五
日
、
天
晴
、
本
所
御
直
衣
始
候
也
、
御
雑
色
三
本
、
ワ
ラ
ク
ツ
物
舟
文
取
之
、

　
　
一
人
分
十
文
充
、

（3
オ
）

　
六

日
、
雨
下
、
飯
尾
加
賀
守
宿
所
、
入
道
朝
飯
、

　
七

日
、
天
晴
、
二
条
福
田
院
前
住
、
永
寿
院
、
時
御
出
候
也
、

　
　
彼
寺
ノ
コ
ン
ホ
ン
シ
ヤ
ウ
タ
ウ
所
也
、
其
後
ノ
開
山
リ
ツ
ケ
シ
ン
サ
イ

　
　

ホ
サ
ツ
、
コ
レ
ワ
タ
イ
ヒ
ホ
サ
ツ
ノ
テ
シ
也
、
ト
ウ
フ
ク
院
ノ
開
山
モ

　
　

タ
イ
ヒ
ホ
サ
ツ
ノ
テ
シ
也
、

　
正
月
公
方
様
の
ボ
ツ
ク

　
　
う
す
氷
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り
な
み
の
花

　
正
月
道
あ
ミ
ホ
ツ
ク

　
　
ふ
く
ち
よ
し
花
の
た
ね
ま
く
そ
の
・
梅

（
3
ウ
）

　
八
日
、
天
晴
、

　
一
、
白
馬
節
会
次
第
、
私
本
所
へ
書

　
　
進
上
申
候
也
、

　
九
日
、
天
晴
、

　
一
、
大
原
野
次
第
、
篤
進
上
申
候
也
、

　
　
又
今
度
臨
時
着
陣
次
第
、
私
潟
進
上
申
候
也
、

」」」

　
　
中
山
殿
本
也
、

（
4
オ
）

　
十
日
、
雨
下
、

　
一
、
ミ
ノ
ヨ
リ
米
上
候
也
、
武
方
よ
り
料
足
二
貫
、
北
殿

　
　
上

候
也
、

　
　
　
ハ
マ
ク
リ

　
一
、
蛤
公
事
上
候
、
供
御
ヲ
ケ
ニ
一
、
本
所
ヘ
サ
ハ
チ
一
進
上
也
、

　
十
一
日
、
天
晴
、
入
道
、
南
都
二
月
堂
・
春
日
参
候
也
、

　

白
河
院
供
御
料
百
文
、
法
住
寺
へ
参
、
　
禁
裏
へ
参
、
黒
塩
ヤ
ク
也
、

　
　
あ
わ
つ
さ
こ
の
公
事
銭
一
貫
、
且
去
年
の
也
、

　
十
二
日
、
雨
下
、
長
坂
ロ
率
分
月
充
一
貫
出
来
也
、

　
一
、
入
道
南
都
よ
り
上
ら
れ
候
也
、

　
一
、
十
五
文
御
所
口
は
の
料
そ
く
、
御
す
ミ
一
束
毎
日
参
候
也
、

　
　
た
ハ
ら
に
ハ
、
つ
け
す
候
也
、

（4
ウ
）

　
十
三
日
、
天
晴
、

　
一
、
藤
中
納
言
殿
よ
り
、
私
衛
符
太
刀
御
か
り
候
也
、

　
十
四

日
、
天
晴
、
飯
尾
賀
州
合
木
ア
リ
、

　
十
五
日
、
天
晴
、
夕
方
雨
下
、

　
十
六
日
、
雨
下
、
濃
州
又
さ
へ
も
ん
下
向
、
武
方
、
に
ほ
ひ
よ
い
茶

　
　
下
候
也
、

（
5
オ
）
　
　
（
×
雨
）

　
十
七
日
、
天
晴
、

　
十
八
日
、
雨
下
、

　
一
、
吉
田
・
御
霊
両
社
へ
御
代
官
智
阿
ミ
参
候
也
、

　
　
御
は
つ
を
五
文
充
也
、
下
行
也
、

　
十
九
日
、
雨
下
、

（x
借
一
）

　
廿
日
、
天
晴
、
大
原
野
神
主
方
へ
幣
物
被
遣
候
、
私
折

　
　
昏
に
て
文
言
様
、

　
　
奉
幣
代
百
疋
、
此
者
持
進
候
、
此
由
申
と
て
候
、

　
　
恐
々
謹
言
、

’

」」」
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大
澤
長
門
入
道

　
　
　
　
　
　
　
二
月
廿
日
　
　
　
　
光
林

　
　
　
　口
大
原
野
神
主
殿
、

（

5
ウ
）
　
　
　
　
X

　
一
、
御
さ
う
口
口
口
本
わ
ら
く
つ
の
物
、
茶
代
に
一
分

　
　
　
　
　
［
充
］
　
　
　
　
（
昼
飯
）

　
　
三

十
文
口
銭
取
之
、
ひ
る
い
ハ
、
く
わ
せ
候
也
、
今
日

　
　
百
廿
文
下
行
、
の
む
ら
三
人
上
候
也
、
さ
い
と
う

　
　
二
郎
衛
門
殿
人
夫
一
人
、

　
廿
一
日
、
天
晴
、
大
原
野
へ
御
下
向
、
御
輿
か
き
三
人
、
私
馬

　
　
に
て
路
次
御
と
も
、
あ
れ
に
て
持
衣
か
い
を
り
、
御
く
つ
之
役

　
　
ほ

う
へ
い
と
り
つ
き
進
之
、
と
も
ひ
た
・
れ
き
人
也
、

　
　
か
り
き
ぬ
身
の
所
持
也
、
同
太
刀
モ
、

　
廿
二
日
、
雨
下
、

（6
オ
）
　
（
マ
マ
）

　
廿
三
　
　
天
晴
、
さ
や
ま
き
、
飯
尾
彦
二
郎
と
の
に
か
へ
し
申
候
、

　
　
身
の
持
参
、
い
せ
の
七
郎
衛
門
殿
、
新
西
宮
事
私
催
促
行
候
也
、

　
一
、
御
倉
町
さ
た
に
地
の
事
、
ほ
う
し
よ
こ
な
た
へ
、
公
方
よ
り

　
　
成
候
、
目
出
候
也
、

　
　
内
蔵
寮
領
近
衛
堀
川
与
勘
解
由
小
路
間
西
頬
御

　
　
倉
町
内
佐
谷
弥
三
郎
押
妨
分
屋
地
事
、
可
被
打

　
　
渡
山
科
中
納
言
家
雑
掌
之
由
、
被
仰
出
候
也
、
働
執
達
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
大
夫

　
　
　
　
康
正
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
種
在
判

　
　
　
　
　
　
［
二
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
守

　
　
　
　
　

　
口
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
清
在
判

　
　
　
　
　
　
　
口
口
掃
部
頭
殿

（6
ウ
）

　
廿

四
日
、
明
日
三
社
御
宮
参
二
是
ノ
衛
符
太
刀
せ
イ

　
　
セ
ウ
院
よ
り
カ
ル
也
、
則
遣
之
、

　
一
、
大
原
野
次
第
、
私
書
上
候
也
、

廿
五

日
、
雪
下
、
公
方
三
宮
社
御
参
、
キ
ヲ
ン
、
下
八
幡
、

　
　
北
野
社
也
、
御
ト
モ
公
卿
三
人
、
三
条
殿
、
日
野
殿
、

　
（
×
路
）

　
　
万
里
小
路
殿
、
殿
上
人
五
人
、
ほ
う
い
六
人
、

」」」

　
一
、
衛
符
太
刀
返
候
也
、

　
廿
六

日
、
天
晴
、
是
ノ
ハ
イ
タ
テ
ヌ
リ
候
也
、

（

7
世
七
日
、
雨
下
、
新
西
宮
へ
料
足
二
百
文
遣
之
、

廿

八
日
、

廿
九
日
、

舟

日
、
天
晴
、
高
野
山
千
定
ヤ
ウ
コ
ン
院
光
暁
、
料
足
一
貫
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
く
わ
ふ
き
二
お
け
、
さ
け
二
お
け
、
参
持
也
、
給
候
也
、

　
　
　
［
津
力
］

　
予
下
口
口
行
候
也
、

（
7
ウ
）

　

三
月
一
日
、
天
晴
、

　
一
、
入
道
高
尾
の
尾
サ
キ
ノ
ハ
ウ
へ
飯
尾

　
　
賀
州
左
衛
門
大
夫
殿
同
道
也
、

　
二

日
、
天
晴
、
予
勝
江
圓
、
合
北
殿
へ
千
粒
代
百
文
、

　
　
東
庄
よ
り
御
く
う
上
候
、
大
行
事
候
也
、
五
前
欺
、

（
8
オ
）

　
三

日
、
天
晴
、
飛
鳥
井
殿
中
間
五
人
、
松
引
二
出
候
也
、

　
四
日
、
天
晴
、
入
道
、
飛
鳥
井
殿
御
成
二
本
所
よ
り
料
足
参
貫
、

　
　
折
一
合
、
本
所
者
御
出
候
也
、

　
五

日
、
天
晴
、
ま
り
の
つ
し
ヤ
ク
ル
、
ヤ
カ
テ
ウ
チ
ケ
ス
、

　
　
　
　
（
雅
親
）
（
足
利
義
政
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
科
顕
言
）

　
　
飛
鳥
井
殿
、
公
方
御
成
、
御
ま
り
あ
り
、
本
所
も
御
人
数
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
竃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
機
∀

　
　
公
方
ま
り
の
御
口
口
て
物
二
、
松
の
枝
二
ま
り
御
し
た
う
つ
ゆ
い

　

　
つ
け
て
進
口
さ
き
か
わ
、
ぬ
い
物
き
り
、

（8
ウ
）

　
　

予
、
本
所
［
長
仕
候
也
、

　
六
日
、
天
晴
、

　
一
、
三
条
殿
南
焼
、
家
十
四
・
五
間
焼
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
七

日
、
天
晴
、
今
晩
暁
亡
、
三
条
殿
南
三
宅
所
よ
り
出
火
候
也
、

　
八
日
、
天
晴
、
昌
侍
者
、
料
足
十
貫
こ
れ
二
御
か
り
候
也
、

」」」」
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［「康正三年記」］・…　古川元也

　
　
　
　
　
　
（
結
解
）

　
　

四
文
子
の
け
つ
け
に
候
也
、

　
　
預

申
料
足
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（9
オ
）

　
　
　
　

合
拾
三
貫
四
百
文
者

　
　
右
料
足
者
、
来
十
月
中
二
御
用
候
者
可
被

　
　

召
、
仰
為
後
日
預
状
如
件
、

　
　
　
　
康
正
三
年
三
月
八
日
　
　
　
　
予
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
今
大
嘗
会
）

　
九
日
、
雨
下
、
今
日
入
道
物
語
候
、
た
う
き
ん
た
い
し
や
う
へ
の

　
　
と
き
、
は
く
の
御
ふ
く
い
れ
ま
い
ら
せ
候
事
、
し
ろ
き
か
ら
ひ
つ
入
候
、

　
　
　
　
　
　
（
寮
官
）

　
　
も
と
ハ
れ
う
く
わ
ん
持
参
候
也
、
又
身
の
お
う
ち
重
能
其
後
持
参
候
也
、

　
　
今
度
ハ
重
康
、
柳
さ
し
あ
ひ
に
て
、
私
の
わ
か
た
う
二
ほ
い
を
き
せ

　
　
持
参
候
也
、
そ
う
し
て
ハ
御
ふ
く
、
れ
う
く
わ
ん
も
と
ハ
調
候
也
、
れ
う
け
の
下
の
も
の
候
也
、

　
＋

日
、
口
口
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（
9
ウ
）

　
十
一
日
、
雨
下
、
と
う
ふ
く
寺
よ
り
料
足
五
貫
文
出
来
候
也
、

　
十
二
日
、
天
晴
、
ほ
う
ち
う
し
へ
供
御
百
七
十
文
下
行
也
、

　
　

ミ
の
へ
僧
下
候
也
、
地
下
の
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ウ

　
十
三
日
、
天
晴
、
法
住
寺
ヘ
ハ
御
代
官
二
入
道
参
候
也
、

　
　
ち
や
う
か
う
た
う
ヘ
ハ
本
所
者
御
出
候
也
、
御
き
や
う
く
や
う
の

　
　
ち
や
く
座
也
、
御
こ
し
か
き
の
物
百
五
十
文
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（10
オ
）

　
　
口
口
も
私
二
御
代
官
二
参
候
也
、

　
十

四

日
、
天
晴
、
飯
尾
下
総
守
所
ノ
風
呂
入
候
也
、
次
し
る
あ
り
、

　
十

五
日
、
雨
下
、
禁
裏
・
室
町
殿
詩
歌
如
此
候
間
、
潟
候
也
、

　
　
　
　
　
ケ
ウ
キ
カ
タ
シ
ウ
ツ
シ
シ
ユ
ン
ソ
ノ
カ
セ

　
禁
裏
御
詩
澆
季
難
移
淳
素
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
X
コ
ン
モ
ウ
H

　
　
　
　
　
サ
ウ
セ
イ
イ
ツ
レ
ノ
ヒ
カ
ヒ
ラ
カ
ン
コ
ン
モ
ウ

　
　
　
　
　

蒼
生
何
日
啓
二
昏
蒙

　
　
　
　
　
タ
ネ
ン
ナ
ン
メ
ン
ト
ホ
シ
イ
ケ
ン
サ
ニ

　
　
　
　
　
多
年
南
面
乏
↓
賢
佐
一

　
　
　
　
　
　
ス
イ
ク
ウ
ス
ネ
ム
リ
ヲ
イ
ツ
テ
ウ
ヲ
ウ

　
　
　
　
　
ロ

水

供
二
恨
一
釣
翁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
［
し
］

（10
ウ
）

　
室
町
殿
た
れ
か
口
代
を
お
も
ふ
ゆ
へ
中
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
テ

　
　
　

う
き
に
つ
け
て
も
捨
ら
れ
ぬ
身
を

　
十
六
日
、
天
晴
、

　
十
七
日
、
天
晴
、

　
一
、
禁
裏
御
一
献
百
疋
被
遣
候
也
、
甘
露
寺
殿
下
行
也
、

　
十

八
日
、

　
十
九
日
、
天
晴
、

　
一
、
本
所
大
庭
花
見
ア
リ
、
大
酒
也
、

（1ー
オ
）

　
廿
日
、
天
晴
、

　
一
、
中
御
門
東
洞
院
、
在
家
四
・
五
間
ヤ
ケ
候
也
、

　
廿
一
日
、
天
晴
、

　
一
、
飯
尾
下
総
守
本
所
へ
新
茶
進
上
候
也
、
則

　
　
禁
裏
被
進
候
云
々
、

　
廿
二
日
、
雨
下
、

　
一
、
又
新
茶
、
下
総
守
本
所
へ
進
候
也
、

　
廿
三
日
、

　
廿
四
日
、

　
廿
五
日
、
天
晴
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
一
、
か
て
の
こ
う
ち
あ
ふ
ら
の
こ
う
ち
。
こ
の
へ
ま
て
焼
亡
行
也
、

（1ー
ウ
）

　
廿
六
日
、
口
道
金
所
よ
り
、
ワ
ラ
ビ
一
荷
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
廿
七

日
、
今
夜
除
目
、
本
所
御
参
候
也
、
暁
亡
中
御
門
万
里
小
路
也
、

　
廿
八
日
、

　
廿
九
日
、
難
波
四
右
衛
門
殿
参
宮
過
書
事
、
案
文
、

　
　
山
名
相
州
被
官
大
神
宮
参
詣
人
十
五
人
、

　
　
口
壱
疋
云
々
、
今
日
罷
立
候
也
、

　
一
、
ロ
ノ
下
知
ノ
サ
ウ
シ
書
出
進
候
也
、

」」」
　
8
1



（12
オ
）

　
同
年
四
月

　
一
日
、
天
晴
、
今
夜
山
科
東
庄
宮
、
ヌ
ス
人
入
テ
、
御
輿
カ
サ
リ
以
下

　
　

ト
リ
候
也
、
ク
セ
事
也
、

　
一
、
禁
裏
供
御
マ
イ
ラ
セ
候
也
、

　
一
、
本
所
御
祝
二
百
舟
文
下
行
、

　
二

日
、
天
晴
、
新
西
宮
事
二
、
下
総
守
御
所
へ
被
召
参
候
也
、
私
彼

　
　
宿
所
に
て
さ
い
そ
口
口
也
、

　
一
、
リ
ン
シ
次
第
［
也
、
飯
尾
四
郎
書
之
、
東
庄
よ
り
御
く
う
上
候
也
、

（12
ウ
）

　
三

日
、
天
陰
、
今
日
、
エ
キ
ン
カ
ツ
シ
キ
津
國
へ
下
向
、

　
［
二
　
高
野
ノ

　
ロ
　
シ
ヤ
ウ
カ
ウ
院
奉
書
出
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ン
シ
ョ
へ

　
一
、
山
科
よ
り
ワ
ラ
ビ
上
、
本
所
一
荷
進
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
x
所
「
）

　
一
、
ア
ス
カ
イ
殿
・
本
所
、
下
総
守
宿
所
御
出
、
千
疋
・
太
刀
一
金
持
御
出
候
也
、

　
四

日
、
ミ
ノ
ヨ
リ
米
上
候
也
、

　
五

日
、
五
十
嵐
か
も
ん
山
科
へ
下
、
今
月
祭
イ
マ
ツ
リ
也
云
々
、

　
　
飯
尾
下
総
守
本
所
礼
、
ヲ
リ
物
一
重
・
ね
り
ニ
カ
サ
、
太
刀
一
金
・
本
所
へ
進
上
候
也
、

　
一
、
飛
鳥
井
殿
口
口
あ
り
、
本
所
御
出
、
夕
方
ま
り
、
私
も
被
召
候
て
、
ま
り
の
御
人
数
也
、

（13
オ
）
［
日
］

　
六
口
、
か
も
ん
上
洛
、
今
日
ミ
ヤ
ニ
七
日
マ
ツ
リ
マ
テ
神
事
ア
リ
、

　
　
イ
マ
ツ
リ
コ
レ
ハ
シ
ナ
メ
リ
、
五
月
ニ
モ
ト
ノ
ヒ
候
事
、
一
度

　
　

ウ
マ
ツ
と
て
、
遊
去
ノ
ト
キ
、
五
月
二
也
、
地
下
ト
シ
ヨ
リ
申
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
一
、
宮
ノ
ス
ル
カ
と
の
へ
飯
尾
下
総
守
ソ
ノ
本
カ
チ
ツ
キ
テ
ウ
シ
ヤ
ク
、
私
モ

　
　
罷
向
太
刀
一
黒
持
参
、
ク
ワ
ン
ム
長
興
以
下
コ
シ
カ
キ
ツ
キ
ヤ
ウ
フ
ケ
ウ
也
、

　
　
飯
尾

　
一
、
下
総
守
、
先
夜
共
シ
イ
ア
ス
カ
イ
殿
御
出
候
時
也
、
礼
太
刀
一
黒
私
物
ヲ
ク
ル
也
、

　
七
日
、
天
晴
、

（13
ウ
）

　
八
日
、
天
晴
、
宮
［
川
］
一
タ
イ
ヤ
ケ
ア
カ
ル
也
、
ウ
チ
ケ
ツ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
講
停
止
）

　
一
、
今
日
中
山
殿
雑
掌
ト
テ
私
参
、
御
ヒ
ツ
ノ
ハ
ツ
カ
ウ
チ
ヤ
ウ
シ
ト
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
部
殿
申

　
一
、
頭
弁
殿
へ
口
宣
案
を
申
候
也
、
法
印
　
聖
尊

　
山
口
殿
也
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
山
カ
モ
ン
申
候
也

　
　
修
理
亮
　
藤
原
守
清
　
中
御
門
弁
殿
へ
又
申
候
、
縫
殿
助
大
中
臣
重
雄
、

」」」

　
　
今
日
則
出
候
也
、
目
出
候
也
、

　
一
、
ミ
の
へ
又
さ
へ
も
ん
下
向
候
也
、

　
九

日
、
天
晴
、
山
科
よ
り
政
所
の
右
衛
門
上
洛
、
昨
日
の
御
宮
の

　
　

御
く
う
に
御
た
く
せ
ん
あ
り
、
近
年
七
八
十
年
な
き
事
也
、

　
　

御
た
く
せ
ん
に
い
わ
く
、
こ
の
ほ
と
ミ
や
む
さ
き
に
よ
ん
て
、
こ
れ
者
わ
れ
候
ハ
す
候
、

（14
オ
）

　
　
口
口
よ
り
い
ぬ
い
に
あ
た
り
て
、
こ
の
廿
日
こ
ろ
候
、
く
せ
事
あ
る
へ
く
候
、

　
　
口
口

し
た
か
い
候
て
、
こ
の
ほ
と
も
む
つ
か
し
く
あ
る
へ
き
之
由
候
也
、

　

十
日
、
天
晴
、

　

十
一
日
、
天
晴
、

　
一
、
禁
裏
黒
塩
被
召
候
也
、
私
よ
り
ま
い
る
、
三
と
入
二

　
　
入
て

杉
原
つ
こ
ミ
、
ひ
つ
へ
き
に
て
す
へ
候
也
、

　
十
二

日
、
天
晴
、
今
日
宮
の
祭
也
、
い
ま
つ
り
也
、
ミ
や
候
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
色
節
）

　
　
御
く
う
ま
い
る
、
い
ろ
ふ
し
の
物
ミ
や
へ
参
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
［
殿
］

　
一
、
ほ
う
ち
う
し
口
口
下
行
之
、

（14
ウ
）

　
十
三
日
、
天
晴
、
御
く
う
上
、
政
所
衛
門
入
道
御
く
う
の
折
昏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
を
の
た
か
　
　
　
　
　
う
の
と
き
か

　
　
か
う
の
辻
御
く
う
た
か
も
り
六
は
い
、
て
う
は
ん
八
は
い
、
た
ん
こ

　
　
二

は
い
、
御
き
や
う
大
小
四
は
い
、
こ
た
い
四
ま
い
、
む
か
こ

　
　

さ
し
あ
り
、
う
ち
の
御
く
う
御
し
や
う
し
の
ふ
ん

　
　
四

せ
ん

ま
い
る
、
上
の
御
た
ひ
所
の
ふ
ん
大
小
二
せ
ん
ま
い
る
、

　
　
ハ
ミ
十
八
は
い
、
此
内
き
や
う
一
せ
ん
、
御
所
へ
ま
い
る
、
て
う
は
ん
一
せ
ん
、
そ
う
也
、

　
　
本
所
の
西
二
出
来
候
て
、
御
く
う
を
い
た
・
か
れ
候
也
、

　
一
、
今
夜
飯
尾
下
総
守
宿
所
へ
、
本
所
・
あ
す
か
い
殿
御
出
、
歌
候
也
、

　
　
私
も
一
首
仕
候
也
、

（15
オ
）
［
十
四
日
］

　
口
天
晴
、
賀
茂
祭
、
禄
請
取
書
出
候
也
、
て
ん
そ
う
甘
露
寺
殿
也
、

　
　
請
取
案
也

　
　
請
取
申
　
賀
茂
祭
近
衛
使
以
下
禄
要
脚
事
、

　
　
　
　
　
合
拾
貫
伍
百
文
者
、

　
　
右
所
請
取
申
状
如
件
、

」」」
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大
澤
長
門
入
道

　
　
　
　
康
正
参
年
四
月
十
四
日
　
　
　
　
光
林
判

　
十
五

日
、
天
晴
、
今
朝
山
科
石
屋
社
参
候
也
、
本
宮
・
新
宮
殿
両
所
へ

　
　
御
カ
ク
ラ
マ
イ
ラ
セ
候
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（15
ウ
）

　
十
六

日
、
天
晴
、
今
日
賀
茂
祭
、
あ
め
ち
ま
き
の
く
し
出
候
也
、
数
舟
、

　
　
ま
ん
ち
う
も
数
五
十
、
是
ハ
ニ
条
よ
り
也
、

　
　
御
所
へ
あ
め
ち
ま
き
十
、
ま
ん
ち
う
十
五
ま
い
る
也
、

　
　
賀
茂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
一
、
。
祭
、
夜
入
伯
殿
サ
シ
ア
イ
ニ
テ
ヒ
ラ
マ
ツ
殿
御
子
、
白
殿
よ
り
シ
タ
テ
被
申
候
也
、

　
　
　
　
（
飛
蝶
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
×
裏
）

　
　
車
ニ
ト
ヒ
テ
ウ
ヲ
・
サ
ル
、
院
御
事
ニ
ウ
タ
楽
ナ
シ
、
内
裏
之
儀
、
弓

　
　
［
場
］

　
　
ロ
ニ
テ
禄
御
力
・
リ
候
也
、
松
明
ハ
ハ
ン
ネ
イ
両
人
取
之
、
ハ
イ
禄
御
力
・
リ
候
間
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク
ハ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
両
方
口
松
明
乍
持
候
候
也
、
コ
ノ
タ
ヒ
禄
ヲ
侍
、
ハ
ン
ネ
イ
ニ
取
ツ
カ
ス
候
也
、
六

　
　
ヨ
リ
ロ
シ
ユ
ツ
也
、
ハ
ン
ネ
イ
禄
ヲ
ト
ツ
テ
カ
・
リ
テ
、
又
松
明
ヲ
取
之
也
、
フ
ノ
者
両
方
二
、

　
　
口
口
口
一
、
除
目
次
第
私
本
所
書
進
候
也
、

　
　口
身
ノ
衛
符
太
刀
・
弓
ヲ
カ
ヲ
ル
、
也
、
遣
之
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（16
オ
）

　
十
七
日
、
天
晴
、
中
山
殿
ヨ
リ
雑
掌
ヲ
被
申
候
、
私
参
候
也
、
來
廿
三
日

　
　
ヨ
リ
、
タ
イ
コ
寺
ケ
チ
エ
ン
ク
ワ
ン
チ
ヤ
ウ
ア
ル
ヘ
シ
、
内
蔵
頭
タ
ウ
ト
ウ
シ
ニ
御
参
と
、

　
　
［
云
々
カ
］

　
　
口
口
違
例
不
具
計
言
方
々
不
参
候
之
由
、
御
返
事
候
也
、

　
　
　
飯
尾

　
一
、
下
総
守
所
、
揚
弓
ア
リ
、
私
モ
イ
ル
也
、

　
一
、
広
橋
殿
ヨ
リ
、
私
へ
廿
三
日
八
講
料
と
て
御
袖
ヲ
ア
サ
ヤ
ケ
サ
セ
ラ
ル
、

　
　
代
物
五
十
疋
、

　
十
八
日
、
天
晴
、
山
科
の
者
タ
イ
コ
ノ
下
地
ヲ
ロ
ン
シ
、
両
人
キ
シ
ヤ
ウ
ヲ

　
　
カ
ク
、
大
師
ク
ワ
ロ
ロ
ロ
ヤ
カ
テ
地
下
の
ミ
ヤ
ニ
テ
、
シ
チ
ヲ
ミ
ル
也
、
名
一
人
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
リ
］

　
　
五
郎
三
郎
、
］
口
口
口
ロ
ノ
衛
門
と
申
候
也
、
五
郎
三
郎
力
作
候
ヲ
、
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
門
力
］

　
　
未
進
候
ト
テ
ロ
ロ
ロ
ロ
ニ
ア
テ
ア
ル
・
ヲ
、
ユ
イ
ヲ
ト
シ
テ
取
候
ト
テ
、
五
郎

（16

ウ
）
三
郎
十
ヶ
口
口
口
口
口
取
ラ
レ
候
ハ
ん
ヲ
ハ
、
不
存
候
之
由
被
申
候
ヘ
ハ
、
此
定

　
　
使
衛

門
と
所
口
口
て
、
申
カ
ス
メ
候
と
て
、
色
々
申
候
て
如
此
キ
也

　
　
ヤ
ウ
ニ
成
候
也
、
田
一
反
也
、
ク
セ
コ
ト
く

　
一
、
カ
サ
メ
廿
ハ
イ
、
ハ
マ
ク
リ
ウ
リ
出
之
、

」

　
一
、
畠
山
殿
サ
カ
ノ
・
石
ヲ
引
カ
シ
候
也
、
三
千
人
計
ア
ル
也
、
近
比
ノ

　
　
ミ
コ
ト
也
、

　
一
、
去
月
廿
七
日
除
目
申
文
、
私
書
候
也
、
其
書
様
也
、

　
　
正
六
位
上
香
山
真
人
冨
春
、

　
　
　
望
諸
國
橡
、

（17
オ
）

　
　
右
當
年
給
二
合
所
請
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕
言
ト
ア
リ

　
　
　
　
康
正
三

年
三
月
廿
七
日
　
正
三
位
行
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
1
ー
判

　
　
二
枚
也
、
タ
テ
フ
ム
、
セ
ウ
ソ
ク
リ
ウ
、
ウ
ワ
カ
キ
ア
リ
、

　
十
九
日
、
天
晴
、

　
廿

日
、
天
晴
、
飛
鳥
井
殿
石
引
と
て
東
庄
者
舟
四
・
五
人
召
進
候
也
、

　
　
朝
ヒ
ル
飯
ヲ
ク
ワ
ス
、
サ
ケ
一
度
也
、

（17
ウ
）

　
廿
一
日
、
天
晴
、
口
口
御
僧
御
と
き
を
き
こ
し
め
し
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
利
尊
氏
）
　
　
（
マ
マ
∀

　
廿
二
日
、
天
晴
、
タ
イ
コ
三
賓
院
二
才
持
院
殿
百
年
記

　
　
ケ
チ
エ
ン
ク
ワ
ン
チ
ヤ
ウ
ア
リ
、
禁
裏
御
調
諦
被
進
候
也
、

　
　
御
調
諦
之
書
様
、
今
度
身
之
調
候
也
、
是
ハ
後
人
二
尋
候
ヘ
ハ
、

　
　

ク
ラ
レ
ウ
ト
ア
ル
所
二
、
公
家
ト
カ
ク
ヘ
シ
、
武
家
御
ク
ワ
ン
ニ
公
家
ヨ
リ
調
調

　
　
文
被
遣
候
者
如
此
、
又
院
カ
ラ
被
遣
候
ヘ
ハ
院
ノ
一
字

　
　
ヲ
・
ク
也
、

　
　
内
蔵
寮

　
　
　
請
調
請
事
、

　
　
　
三
實
衆
僧
御
布
施
麻
布
五
百
端
、

（18
オ
）

　
　
右
調
調
所
請
如
件
、

　
　
　
　
康
正
参
年
四
月
廿
三
日
頭
從
五
位
上
藤
原
朝
臣
家
治

　
一
、
料
昏
コ
ワ
カ
ミ
一
重
マ
イ
テ
一
マ
イ
ニ
テ
タ
テ
フ
ム
也
、
只
ヲ
リ
候
也
、
ウ
ワ
書
ナ
シ
、

　
一
、
下
々
司
ニ
ツ
カ
ワ
ス
、
宿
所
一
条
キ
ヤ
ウ
コ
ク
、
身
中
間
遣
候
也
、

　
一
、
五
位
ニ
テ
内
蔵
頭
殿
御
入
候
間
、
ヲ
ク
ノ
ヤ
ウ
、
如
此
候
也
、
兼
官

　
　
候
ヘ
ハ
又
カ
ワ
ル
也
、

」」」
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一
、
今
度
中
山
殿
被
仰
候
也
、
麻
布
之
事
、
イ
ン
シ
ユ
ナ
ク
共

　
　
又
如
例
、
百
端
共
、
三
百
端
共
可
書
、
コ
レ
ハ
ヨ
シ
也
、
又

　
　
入
道
被
申
候
ハ
、
ホ
ウ
ヘ
ノ
ホ
ン
ソ
ウ
ニ
ヨ
リ
候
間
、
イ
ン
シ
ユ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
テ

ン

ソ

ウ
、
又
フ
キ
ヤ
。
ヘ
モ
ト
ウ
也
、
コ
レ
ワ
麻
布
イ
カ
程
ソ

　
　
ト
ユ
ウ
、

（18
ウ
）

　
廿
三

日
、
天
晴
、
今
朝
御
調
諦
遣
候
也
、
下
々
司
所
へ
夜
前
者
、

　
　
不
遣
候
也
、

　
廿
四
日
、
天
晴
、
夕
方
夕
立
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綱
光
）

　
廿
五
日
、
天
晴
、
才
持
寺
御
八
講
二
御
参
也
、
御
車
廣
橋
殿
御
次
候
也
、

（19
オ
）

　
　
私
も
御
供
、
御
雑
色
四
本
舟
文
つ
・
ワ
ラ
ク
ツ
ノ
物
取
之
、
室
町
殿
御
成
候
也
、

　
一
、
公
方
泉
殿
御
材
木
持
人
夫
、
山
科
七
郷
へ
か
・
り
候
由
、
奉
書
ア
リ
、

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
ス

ワ
ノ
信
野
守
持
参
候
也
、
本
所
御
八
講
参
候
由
、
申
か
へ
し
候
也
、

　
　
其
御
奉
書
字
ワ
ロ
キ
間
返
し
候
也
、

　
　
御
泉
殿
以
下
御
新
造
料
御
材
木
、
近
日
可
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
コ
レ
カ
　
　
　
　
　
　
ヒ
キ

　
　
岸
大
津
松
本
浦
、
以
大
屋
家
人
夫
、
可
被
曳
進

　
　
候
由
、
被
仰
出
候
也
、
伍
執
達
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
康
正
三
　
　
　
　
　
　
　
（
諏
訪
）

　
　
　
　
　
　
　
四
月
廿
二
日
　
　
　
忠
郷
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
教
在
判

　
　
　
　
　
　
［
山
科
家
］

　
　
　
　
　
　
口
口
口
雑
掌

（19

ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ホ
ヤ
ケ
サ
ト

　
廿
六
日
、
天
晴
、
今
日
彼
奉
書
私
持
返
候
了
、
大
宅
里

　
　
如
此
候
由
申
候
也
、

　
廿
七

日
、
天
晴
、
又
今
日
ス
ワ
奉
書
到
来
、
又
字
ワ
ロ
シ
、
又
返
候
也
、

　
　
大
宅
里
と
云
字
、
折
昏
書
遺
候
也
、

　
廿
八
日
、
天
晴
、
又
今
日
奉
書
来
也
、

（20
オ
）

　
　
御
泉
殿
以
下
御
新
造
料
御
材
木
、
近
日
可
着

　
　
岸
大
津
松
本
之
浦
、
以
公
之
人
夫
、
可
被
曳
進
候
由
、

　
　
被
仰
出
候
也
、
防
執
達
如
件
、

」」」」

康
正
三

四
月
廿
二
日
　
忠
郷
判

　
　
　
　
　
　

為
教
i

　
　
　
　
　
　
　
山
科
家
雑
掌

　
一
、
又
内
蔵
寮
御
調
請
ヲ
私
書
、
明
日
才
持
寺
用
也
、

　
　

ケ
チ
エ
ン
ク
ワ
ン
チ
ヤ
ウ
ノ
ア
シ
ヤ
リ
、
三
賓
院
也
、
着

　
　
座
御
出
候
間
、
持
候
て
、
オ
持
寺
之
下
々
司
御
雑
色
圷
て
、

　
　
　
　
　
　
［
忠

　
　

遣
之
口
山
殿
よ
り
、
三
条
新
中
将
殿
被
進
候
へ
と
、

　
　
　
　
［
ア
リ
］

　
　
御
使
口
口
ロ
キ
ヤ
ウ
ノ
使
也
、
其
カ
キ
ヤ
ウ
、

（20
ウ
）

　
　
内
蔵
寮

　
　
　
請
調
調
事
、

　
　
　
三
賓
衆
僧
御
布
施
麻
布
五
百
端
、

　
　
右
調
請
所
請
如
件
、

　
　
　
　
康
正
三
年
四
月
廿
九
日
頭
從
五
位
上
藤
原
朝
臣
家
治

（2ー

オ
）
　
此
奥
之
官
位
者
其
時
之
人
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ

　
　
廿
九
日
、
天
晴
、
本
所
才
持
寺
六
時
御
参
也
、
御
車
私
御
供
也
、
雑
色

　
　
四
本
天
私
ノ
衛
門
ヲ
進
上
候
也
、
ワ
ラ
ク
ツ
ノ
物
舟
文
充
取
之
、

　
一
、
公
方
御
成
、
同
大
方
殿
、
才
持
寺
ヨ
リ
ス
ク
ニ
公
方
様
へ
御
礼
御
参
、

　
舟

日
、
東
庄
ヨ
リ
イ
ワ
ナ
シ
上
、
ヒ
ケ
コ
ニ
本
所
へ
参
、
ツ
ト

　
　
コ
レ
ニ
ヲ
ク
、
ヒ
ケ
コ
一
本
所
ヨ
リ
禁
裏
へ
参
候
也
、

」」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（2ー
ウ
）

　
五
月
一
日
、
天
晴
、
本
所
御
祝
、
二
百
舟
文
ま
い
る
也
、

　
一
、
東
庄
岩
屋
ニ
テ
、
タ
イ
タ
ク
坊
主
大
般
若
一
部
テ
ン
ト
ク
、
三
日
マ
テ
、

　
　
コ
ン
日
ヨ
リ
、

　
二
日
、
東
庄
よ
り
御
く
う
上
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
三
日
、
百
文
御
あ
ん
へ
、
明
日
こ
う
そ
う
し
殿
御
月
記
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（22

オ
）
　
　
　
［
よ
］

　
一
、
河
内
口
り
チ
マ
キ
百
五
十
上
候
、
其
マ
、
マ
イ
ル
、
宿
よ
り
こ
れ
へ
百
升
文
ま
い
り
候
也
、

　
　
又
口
口
口
い
十
五
の
ほ
る
、
こ
れ
ニ
ミ
な
ア
リ
、
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四
日
、
河
嶋
よ
り
チ
マ
キ
廿
ノ
ホ
ル
、
高
倉
殿
へ
十
文
、
こ
れ
二

　
　
十
文
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
×
き
）

　
五
日
、
天
晴
、
本
所
へ
こ
れ
の
ち
ま
き
百
五
十
、
ミ
ヤ
ウ
キ
千
二
こ
ん
、
料
足

　
　
二
百
計
文
ま
い
り
候
也
、

　
一
、
東
庄
よ
り
ヨ
モ
キ
一
荷
カ
タ
く
こ
れ
に
、
カ
タ
く
御
所
へ
、
り
や
う
へ
わ
け
て
、

　
一
、
入
道
殿
へ
く
そ
く
、
ふ
か
く
さ
へ
同
馬
モ
カ
ル
也
、

　
一
、
ミ
の
よ
り
米
三
駄
上
候
、
武
方
あ
つ
ら
へ
物
代
、
先
立
一
貫
、
い
ま
二
貫
五
百
文
、

　
　
此
内
一
貫
、
い
よ
か
た
へ
、
か
へ
し
に
下
行
、

　
一
、
幸
ヤ
シ
ヤ
［
く
そ
く
二
両
し
た
て
・
き
す
る
也
、

（22

ウ
）
　
　
　
　
　
［
路
］

　
一
、
一
条
富
少
口
－
火
出
候
て
、
土
御
門
ま
て
ヤ
ケ
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
条
殿
に
て

　
一
、
室
町
殿
ふ
か
く
さ
祭
。
ケ
い
は
御
け
ん
物
、

　
六
日
、
天
晴
、

　
七

日
、
天
晴
、
い
ま
ミ
や
の
さ
い
れ
い
、
懸
物
忌
了
也
、

　
　
新
西
宮
事
、
せ
う
衛
門
殿
さ
い
そ
く
、

　八
日
、
（
マ
マ
）
ミ
の
へ
又
さ
へ
も
ん
下
、
武
方
む
し
さ
き
下
代
五
百
文
と

（23
オ
）

　
　
申
候
、
四
百
七
十
文
也
、

　
九
日
、

　
十

日
、
今
日
こ
れ
の
大
般
若
ア
リ
、
御
僧
二
条
福
田
院
、
御
布
施

　
　
六
百
文
也
、

　
十
一
日
、

（23
ウ
）

　
十

二

日
、
［
口
口
］
物
モ
ロ
コ
ノ
ス
シ
ウ
リ
候
、
カ
ウ
ヲ
ツ
人
ト
・
メ
テ
コ
レ
へ

　
　
　
　
（
×
カ
ネ
ヤ
ろ
　
　
　
　
　
　
（
×
シ
ユ
リ
）

　
　
0
内
ニ
ョ
リ
、
ト
ヨ
カ
ネ
中
務
大
夫
所
へ
の
コ
ト
付
物
ア
リ
、

　
　
文
之
間
そ
れ
を
ハ
ヤ
る
、
と
り
の
こ
し
を
ハ
こ
れ
に
と
る
、
其
使
大
田
ひ
や
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
×
修
理
）

　
　
三

と
き
た
る
、
中
務
大
夫
申
候
事
候
間
、
コ
ト
付
物
ハ
、
や
る
よ
し
申
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
（
粟
津
）

　
　
と
め
候
者
、
あ
わ
つ
せ
・
の
す
け
・
四
郎
太
郎
両
人
、

　
一
、
今
日
い
や
二
郎
、
河
内
よ
り
上
候
、
麦
壱
駄
上
候
也
、

　
十
三

日
、
天
晴
、
本
所
の
か
い
ち
や
も
と
ハ
の
者
、
さ
へ
も
ん
う
り
候
を
、
當
年

」」」

　
　
よ
り
い
や
と
申
候
間
、
地
下
ニ
テ
カ
ウ
、
九
百
五
十
二
文
也
、

　
　

こ
れ
ハ
の
む
ら
に
て
カ
ウ
、
百
七
十
文
、
二
き
ん
百
五
十
二
文
也
、

　
　
一
き
ん
百
舟
文
、
三
き
ん
ひ
く
つ
、
二
き
ん
御
所
又
御
あ
ん
へ

　
　
い

つ
も
の
こ
と
く
進
上
、
百
文
御
茶
ま
い
ら
す
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
（
嵯
西
堂
）

　
一
、
今
日
本
所
さ
せ
い
た
う
御
出
候
也
、

　
一
、
東
庄
山
料
足
、
式
十
貫
文
来
、
こ
れ
ハ
身
の
と
う
ふ
く
寺
よ
り
六
文
子
と
り
て

　
　
か
し
候
也
、

　
十
四
日
、
天
晴
、
今
日
又
あ
わ
つ
の
者
両
人
キ
タ
リ
、
先
日
の
ホ

（24

オ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
平
返
給
候
へ
候
由
申
候
、
以
前
の
者
二
て
も
な
き
物
来
た
り
候
て
、
如
此

　
　
申
候
間
、
両
人
ホ
を
と
・
め
候
て
、
を
と
な
し
き
者
、
同
道
し
て

　
　
可
申
候
事
を
へ
ん
く
に
申
候
間
、
く
せ
事
の
よ
し
申
候
也
、

　
　
猶
々
か
り
候
間
、
こ
し
の
刀
・
せ
に
・
袋
な
と
と
り
て
を
く
、

　
　
其
ま
・
か
へ
り
候
也
、

　
一
、
禁
裏
雨
の
ほ
う
へ
い
あ
り
、

　
一
、
相
國
寺
チ
ヤ
ウ
ラ
ウ
ヨ
リ
い
ち
こ
の
ひ
け
こ
ヲ
コ
サ
ル
也
、

　
　
　
　
　
　
　
坂
本

　
一
、
今
日
よ
り
、
。
三
の
み
や
の
御
こ
し
つ
く
る
也
、
飯
尾
下
総
守
申
沙
汰
候
也
、

　
　
も
と
ハ
公
家
の
御
沙
汰
候
也
、

　
十
五
日
、
雨
下
、
今
日
あ
わ
つ
の
お
と
な
、
か
も
ん
・
衛
門
両
人
、
こ
れ
の
衛
門
所
へ

　
　
き
た
り
候
て
、
わ
ひ
事
候
也
、
し
ら
さ
る
間
、
以
前
こ
い
申
き
た
る
者

　
　
か

た
く
さ
い
く
わ
候
ハ
・
可
返
之
由
候
也
、
か
な
わ
て
又
か
へ
り
候
也
、

　
　D
く
せ
事
也
、

（
別
ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
［
備
］

　
一
、
筆
ゆ
う
口
口
中
水
田
へ
、
一
宿
の
状
を
遣
也
、

　
十
六

日
、
今
日
本
所
二
大
般
若
一
部
也
、
福
田
院
、

　
一
、
あ
わ
つ
者
き
た
り
、
か
た
く
さ
い
く
わ
無
、
地
下
を
は
ら
ふ
の
よ
し
申
候
間
、

　
　

に
ん
物
か
へ
し
候
也
、
さ
こ
の
公
事
、
ま
つ
五
百
文
も
ち
き
た
る
也
、

　
十
七
日
、

（25
オ
）

　
十

八
日
、
さ
い
も
く
持
夫
之
事
、
又
す
ハ
は
い
ふ
奉
書
あ
り
、

」」」
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山
科
七
郷
二
車
ヲ
な
ん
り
う
と
可
出
之
由
、
三
實
院
二

　
　
入
道
参
候
て
、
談
合
申
候
キ
、
い
ま
た
さ
た
ま
ら
す
候
也
、

　
十
九

日
、
今
日
、
東
洞
院
面
カ
ウ
所
ヲ
入
候
へ
と
、
め
い
ふ
連
ら
れ
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
麹
成
）

　
　
［
川
］
ミ
そ
・
こ
う
ち
な
り
の
い
の
も
と
、
か
わ
は
か
ま

　
　
　
　
　
［
か
］
　
　
　
（
羽
織
）

　
　
［
川
U
口
け
か
わ
ほ
を
り
、
十
徳
布
き
れ
に
て
、

（25
ウ
）

　
　
は
日
ヲ
、
い
さ
さ
か
も
い
へ
出
候
所
を
ハ
、
入
ら
れ
候
也
、

　
　
　
　
［
の
］

　
　
近
衛
口
口
口
つ
い
ち
、
こ
な
た
ハ
こ
れ
の
つ
い
ち
本
に
な
り
候
也
、

　
廿

日
、
天
晴
、
今
日
、
か
わ
は
か
ま
き
候
者
、
五
六
人
め
し
と
ら
れ
候
、

　
　
二
条
二
て
一
人
き
り
こ
ろ
さ
れ
候
也
、

（26
オ
）

　
廿
二
日
、

　
廿
三
日
、

（26
ウ
）
［
四
］

　
廿
口
日
、
［
日
川
山
ヨ
リ
公
方
御
材
木
曳
被
進
候
也
、

　
廿
五
日
、

　
廿
六

日
、
三
百
文
、
東
庄
物
ふ
る
ま
う
、

　
　
百
十
二
文
上
下
也
、
十
二
文
か
へ
し
候
也
、
百
文
薬
ニ
ヤ
ル
、

　
　
今
日
公
卿
補
任
ノ
在
仕
候
也
、

　
一
、
い
ま
に
し
の
ミ
ヤ
ふ
し
ん
人
二
人
行
候
也
、

（27
オ
）
　
［
ミ
の
］
　
　
　
［
の
］

　
一
、
口
口
口
口
口
料
足
と
て
、
衛
門
二
郎
九
百
文
請
取
候
也
、

　
　
　
［
衛
府
］

　
一
、
口
口
太
刀
・
床
子
、
九
条
頭
弁
殿
六
月
會
用
と
て
候
間
、
か
し
申
候
、

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
x
五
）

　
廿
七
日
、
　
　
五
十
文
御
あ
ふ
き
、
三
百
文
米
、
十
六
文

　
　
身
の
あ
ふ
き
、
二
百
文
新
西
宮
へ
、

　
　
こ
れ
ハ
あ
な
た
に
し
ち
を
・
か
れ
候
也
、

（27
ウ
）廿

八

日
、
［
文
、
米
料
足
衛
門
二
郎
に
か
し
候
也
、

廿
九
日
、

（28
オ
）

　
同
年
六
月

」」」」」」

　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
一
日
、
　
　
本
所
　
禁
裏
御
揚
弓
二
御
参
候
也
、
又
今
朝
者

　
　
室
町
殿
御
礼
御
参
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黎
薩
）

　
一
、
菅
浦
よ
り
、
ひ
わ
上
候
也
、
又
お
も
と
ち
と
、

　
一
、
河
内
ミ
く
り
や
よ
り
、
い
や
二
郎
上
候
、
麦
一
駄
上
候
也
、

　
一
、
三
賓
院
よ
り
、
入
道
夜
入
四
之
時
分
被
召
之
、
参
候
也
、
今
度

　
　
材
木
の
事
な
に
し
候
や
之
由
、
御
尋
候
也
、
ひ
き
候
よ
し
申
候
也
、

（
頒
ウ
）
　
　
［
天
］
　
　
［
今
］

　
二

日
、
口
［
山
口
日
、
八
わ
う
し
三
の
ミ
や
の
御
こ
し
、

　
　
京
中
［
］
か
や
の
下
遍
、
ゑ
ほ
し
白
か
た
ひ
ら
に
て

　
　
御
こ
し
を
か
き
下
候
也
、
兼
日
ハ
　
禁
裏
の
四
符
の
か
よ

　
　
ち
や
う
か
く
へ
き
よ
し
候
へ
共
、
今
日
ハ
か
・
す
候
也
、

　
　
御
と
も
衆
二
人
馬
に
て
御
と
も
也
、
一
条
よ
り
ま
て
の
こ
う
ち
を
下
へ
也
、

　
一
、
東
庄
よ
り
御
く
う
、
梅
と
り
候
て
上
候
也
、

　
一
、
日
野
殿
へ
先
度
進
置
候
御
倉
町
地
子
諸
公
事

　
　
め

ん

の

御
教
書
、
禁
裏
女
房
奉
書
、
き
お
ん
の
會
ヲ

　
　
催
促
候
問
、
可
給
候
之
由
申
候
て
私
参
候
也
、
御
留
守
に
て
候
間
、

　
　
罷
蹄
候
也
、

　
一
、
奉
行
す
わ
所
へ
両
度
罷
候
て
、
材
木
持
夫
之
事

（30
オ
）

　
　
申
候
て
、
大
津
へ
の
き
り
ふ
と
り
候
也
、

　
　
公
方
御
材
木
之
内
方
六
拾
丁
、
五
六
武
拾
丁

　
　
合
舟
丁
、
山
科
家
領
人
夫
可
渡
候
、
仰
状
如
件
、

　
　
　
康
正
三

年
六
月
二
日
　
　
　
　
　
　
ー
判

　
　
　
　
　
　
大
津
御
問
丸

（30
ウ
）

　
三
日
、

　
一
、
口
口
志
、
や
は
ん
に
新
西
宮
へ
か
ん

　
　
た
う
を
う
つ
、
五
六
十
人
ア
リ
、
さ
ん
銭
十
貫

　
　
計
取
之
、
森
か
た
の
代
官
し
・
う
う
た
れ
候
也
、
ツ
キ
ニ
人
也
、

　
　
こ
な
た
二
人
手
を
・
う
也
式
部
殿
お
や
子
、
私
の
五
十
嵐
・

」」」
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い
や
五
郎
両
人
、
人
を
た
ち
ま
ち
い
た
を
し
候
也
、

　
　
こ
と
面
々
も
、
ミ
な
く
い
ら
へ
共
、
そ
こ
に
て
ハ
、
ミ
へ
候
ハ
す
候

　
　
也
、

　
一
、
伊
勢
七
郎
右
衛
門
殿
、
飯
尾
左
衛
門
大
夫
方
、
此
由
申
候
也
、

　
　
則
公
方
へ
左
衛
門
大
夫
申
候
也
、
近
所
へ
侍
所
を
も
ち
候
て
、

　
　
後
日
ふ
ん
そ
う
に
候
ハ
・
、
罷
出
候
へ
き
の
よ
し
候
也
、

　
　
［
新
］

　
　
口
西
宮
料
足
、
両
度
四
百
文
遣
之
也
、

（29
オ
）

　
一
、
今
日
ク
ワ
セ
ウ
シ
ノ
合
力
二
百
文
、
遣
之
候
也
、
使
ミ
ヤ
法
師
、

　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
四

日
、
　
　
山
科
東
庄
よ
り
、
竹
子
三
束
、
二

　
　
そ
く
御
所
へ
、
一
束
私
ニ
ア
リ
、
二
位
坊
一
束

　
　
私
へ
也
、

　
　
　
［
公
方
御
材
木
大
ヵ
］

　
一
、
口
口
口
口
口
口
津
よ
り
ひ
き
候
也
、
か
う
り
ん
請
取
之
、

（29
ウ
）
謹
明
取
甲
御
力
］

　
　
口
口
口
口
材
木
之
事
、

　
　
　
　
五
六
或
十
丁

　
　
　
合
　
　
　
　
　
者
、

　
　
　
　

方
六
拾
丁

　
　
右
所
請
取
申
如
件
、

　
　
　
　
康
正
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
林
代

　
　
　
　

　
六
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判

　
一
、
九
条
頭
弁
殿
よ
り
、
衛
符
太
刀
・
床
子
、
返
給
候
也
、

　
一
、
日
吉
の
さ
い
れ
い
ア
リ
、
弁
・
な
い
し
御
下
向
也
、

　
一
、
飯
尾
下
総
守
宿
所
二
汁
也
、
予
罷
出
也
、

（3ー
オ
）

　
五
日
、
新
西
宮
料
足
五
百
文
、
遣
之
候
也
、

　
一
、
東
庄
山
の
料
足
四
貫
上
候
也
、

　
　
　
坂
本
の

　
一
、
八
わ
う
し
、
こ
と
は
し
め
也
、

　
　
伊
勢
殿
堤
方
へ
の
送
状
の
案
也

　
　
曳
進
御
材
木
之
事
、

　
　
　
　
　
五
六
或
拾
挺

　
　
　
　
合
　
　
　
　
者
、

　
　
　
　
　

方
六
拾
挺

　
　
右
為
山
城
國
山
科
大
宅
里
人
夫
役
、
所
曳

」」」

　
　
進
之
状
如
件
、

　
　
　
　
［
康
正
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
科
蒙
雑
掌

　
　
　
　
口
口
三

年
六
月
四
日
　
　
　
　
　
久
守
判

（3ー
ウ
）

　
大
津
の
と
い
丸
口
口
口
口
也

　
　
　
　
［
曳
進
］

　
　
送
上
口
口
御
材
木
之
事
、

　
　
　
　
　
五
六
廿
丁

　
　
　
　
合
　
　
　
　
者
、

　
　
　
　
　
方
六
十
本

　
　
右
、
や
ま
し
な
殿
人
夫
所
送
上
申
之
状

　
　
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
五
郎

　
　
　
　
康
正
三
年
六
月
四
日
　
貞
家
判

　
　
　
　
　
御
奉
行
所
ま
い
る

（32
オ
）

　
六

日
、
飯
尾
下
総
守
宿
所
、
同
左
衛
門
大
夫
所
へ
罷
出
候
て

　
　
新
西
宮
事
催
促
也
、

　
一
、
身
の
笙
、
雅
楽
頭
殿
か
し
申
候
也
、

　
七

日
、
キ
ヲ
ン
ノ
ヘ
ア
リ
、
キ
ヤ
ウ
コ
ク
殿
へ
公
方
御
成
、

　
　
［
十
囚
］

　
　
口
口
日
山
カ
サ
一
度
二
渡
候
也
、

（32
ウ
）

　
八
日
、

　
九

日
、
雨
下
、
十
七
文
慶
泉
ヤ
ル
、

（33

オ
）
　
　
　
　
（
円
寂
∀

　
十

日
、
北
野
殿
エ
ン
シ
ヤ
ク
、
ム
マ
ノ
剋
、

　
一
、
飯
尾
口
州
シ
ル
・
風
呂
ア
リ
、
予
候
也
、

　
十
一
、
北
野
殿
タ
ヒ
、
相
國
寺
エ
ン
シ
ユ
堂
に
て
、

　
十
二
日
、
［

（33

ウ
）
　
　
　
　
　
　
［
す
］

　
十
三

日
、
口
口
り
む
き
一
駄
、
は
い
　
禁
裏

　
　口
也
、

　
十
四
日
、
キ
ヲ
ン
ノ
會
、
今
日
さ
い
れ
い
な
し
、
は
ま
く
り

　
　
う
り
又
社
家
に
も
そ
せ
う
あ
り
、

　
　
東
庄

よ
り
山
料
足
四
貫
上
候
也
、

　
十

五

日
、
キ
ヲ
ン
ノ
さ
い
れ
い
今
日
あ
り
、
祭
あ
り
て
よ
り

」」」」」
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こ
の
か
た
、
延
引
は
し
め
候
也
、
一
向
な
き
事
ハ
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
九
十
袋
　
　
　
六
升

　
一
、
ミ
の
よ
り
人
足
一
人
上
候
也
、
ち
や
。
ほ
し
い
・
。
料
足

（34
オ
）

　
　

四
貫
、
す
ミ
か
さ
二
本
、

　
　
　
　
［
け
］

　
一
、
た
口
か
た
よ
り
あ
つ
ら
へ
物
さ
い
ふ
二
五
貫
上
候
也
、

　
十
六

日
、
河
内
よ
り
麦
一
駄
上
候
、
ふ
ち
ん
三
百
文
下
行
之
、

　
十
七

日
、
口
う
ち
う
な
ん
二
ん
に
て
、
本
所
者
御
出
、
一
貫
文
也
、

　

十
八
日
、
た
ん
こ
へ
し
や
う
へ
き
か
た
へ
、
か
た
ひ
ら
一
下

　
　
口
と
も
へ
も
、
か
た
ひ
ら
一
、

（34
ウ
）
　
　
　
　
［
ミ
の
へ
］

　

十
九

日
、
口
口
口
人
夫
下
候
也
、

　

廿
日
、

　
廿
一
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綱
光
）

　
廿

二

日
、
御
車
ニ
メ
ス
、
ヒ
ロ
ハ
シ
殿
御
出
候
て
め
し
候
也
、

　
　
（
山
科
顕
言
）

　
　
本

所

等
持
寺
御
八
講
御
参
、
雑
色
三
本
六
十
文
也
、
わ
ら
く
つ
の
物
廿
文
充
、

（35
オ
）
　
［
山
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
利
義
政
）

　
　
中
口
殿
よ
り
雑
掌
下
候
間
、
私
参
候
也
、
普
廣
院
御
十
七

　
　
年
候
間
、
御
十
三
年
の
こ
と
く
御
て
ん
し
ん
料
被
進
候
へ
と
候
間
、

　
　
進
之
、
や
か
て
ふ
か
う
院
納
、
送
状
之
案
也
、

　
　
送
進
　
普
廣
院
殿
御
佛
事
料
事
、

　
　
　
　
合
壱
貫
文
者
、

　
　
右
所
運
送
如
件
、

　
　
　
　
康
正
三
年
六
月
廿
二
日
　
山
科
権
中
納
言
家
雑
掌
久
守
判
、

　
　
　
　
［
院
力
］

　
　
ふ
か
う
口
の
請
取
案
也
、

　
　
［
請
］

　
　
口
取
申

　
　
　
［
廣
院
殿
十
七
］

　
　
普
口
口
口
口
口
年
忌
御
殼
心
料
之
事

（35
ウ
）
　
［
合
］
［
貫
］

　
　
　
口
口
口
文
者
、

　
　
右
口
口
山
科
中
納
言
家
雑
掌
進
上
所
請
取
如
件
、

　
　
　
　
康
正
三
年
六
月
廿
二
日
　
　
　
納
所
永
康
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
真
妙
珪
ー

」」」」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
主
園
揺
判
　
主
事
正
會
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
行
永
悌
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
行
妙
允
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
廣
院

　
一
、
山
科
よ
り
山
も
・
一
か
上
候
也
、

（36
オ
）

　
廿
三

日
、
な
か
さ
か
口
月
充
一
貫
上
候
也
、

　
廿
四
日
、
又
御
八
講
御
参
候
也
、
雑
色
二
本
四
十
文
也
、

　
廿
五
日
、
陰
、

（36
ウ
）

　
廿
六

日
、
口
口
お
口
方
よ
り
、
あ
つ
ら
へ
物
事
申
候
也
、

　
　
ゑ

ち
こ
布
二
上
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坊
主
）

　
廿
七
日
、
二
条
ふ
く
て
ん
院
ハ
う
す
御
出
候
、

　
廿
八
日
、
飯
尾
左
衛
門
大
夫
方
料
足
↓
貫
、
入
道
殿
持
参
候
也
、

　
　
汁
あ
り
、

　
［
廿
九
日
］

　
口
口

口
、
し
な
の
・
あ
つ
ら
へ
物
料
足
八
貫
、
納
候
也
、

（裏
表
紙
オ
）

（裏
表
紙
ウ
）
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